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はじめに

平成 16年 10月 21日・22日に，京都大学宇治キャンパス内化学研究所共同研究棟大セ
ミナー室において「異常気象と長期変動」研究集会を開催した．主催者は，木本昌秀 (東
京大学気候システム研究センター教授)で，向川均 (京都大学防災研究所助教授)及び，余
田成男 (京都大学大学院理学研究科教授，京都大学 21世紀COEプログラム「活地球圏の
変動解明–アジア・オセアニアから世界への発信–」拠点リーダー)が共催した．また，本
研究集会の実施には，戦略的創造研究推進事業 (CREST)「階層的モデリングによる広域
水循環予測」，京都大学防災研究所一般共同研究 (15G-C1)「東ユーラシア域における異常
気象の発生に対する北極振動の影響」，及び京都大学 21世紀COEプログラム「活地球圏
の変動解明 (KAGI21)」からの補助を受けた．

本研究集会は，平成 15年 10月に京都大学防災研究所において実施された，平成 15年
度京都大学防災研究所特定研究集会 (15S-3)「対流圏長周期変動と異常気象」の第 2回目
として位置づけられるものであり，近年の異常気象の実態把握，異常気象を含む長期変動
のメカニズムと予測可能性の解明を目的に，毎年定期的に開催することが計画されてい
る．今年度の研究集会には，全国の大学や，気象庁及び，研究機関の研究者 55名が参加
し，2日間で，22件の研究発表が行われた．講演では，日本周辺における 2003年の冷夏
及び 2004年の暑夏に関連する大気循環場変動のメカニズムやその予測可能性，地球温暖
化実験に見られる長期変動や新しい統計理論に基づいたトレンド解析手法，成層圏–対流
圏力学結合，ストームトラックの変動やブロッキング現象，大気海洋相互作用など多岐に
わたる研究が発表され，熱心な討論が行われた．また，一日目夕刻には，山元龍三郎名誉
教授 (京都大学)に「極端な気象現象の長期変動の検出」と題して，極値統計に関する大
変有意義な講演を行って頂いた．

各研究発表では 25分間の講演時間を確保できたため，学会とは異なり，それぞれの研
究内容を充分理解して，意義深い議論が可能となり，研究者間の意見交換も活発に行うこ
とができた．また研究発表以外でも，今後の大気/気候力学研究の方向性に関する率直な
意見交換の場を提供できたことは大変有意義であったと思われるので，今後もこのような
研究集会を毎年定期的に開催していく意義を再確認することができたと考えられる．

興味深い研究発表と，熱心な討論を行って頂いた参加者全員にこの場をお借りして感謝
申し上げたい．

木本 昌秀
向川 均
余田 成男
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